
【取組内容】 「学習者の自立」を目指した授業改善

北海道帯広柏葉高等学校（北海道）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

Action① 学習者が能動的に学び続けるための
単元をデザインする。

【単元デザインのポイント】

○ 単元の冒頭に、学習者が「大まかな」活動
内容等の提示を受け、単元の見通しを持つ場
面を設定する。
→授業者は「学習の手引」（図１）により提
示する。

○ 学習者が、自分に最適な学習活動や、学習
方法を選択・判断し、決定する場面を設定す
る。

○ クラウドで共有されているデータや直接的
なやり取りを通して、他者の進捗を参考にし
ながら学びを進めたり、自分の考えをまとめ
たりすることを指導する。

「令和の日本型学校教育」の構築を目指して（答申）が示す「自立した学習者として学びに向かう生徒の
姿が実現することを目指す」という観点に加え、本校がグラデュエーション・ポリシーに掲げる「多面的な
知識・技能を主体的に習得する力及び様々な課題に対して自ら的確に考察・判断し、表現する力を育成す
る」という観点から、以下の授業改善アクション・プラン①～③を設定し、学校全体で共有した。

図１（学習の手引）



Action② ICTの強みをいかし、学習者が能動的に学び続けるための環境を調整する。

【環境調整のポイント】

○ １人１台端末とクラウドを積極的に活用
し、協働的な学びの活性化を図る環境を整
える。

・非同期分散で他者の考えや学習方法を互
いに把握できる環境（写真１）

・学習者同士が情報を共有しながら、プレ
ゼンテーション資料等を共同で編集でき
る環境（写真２）

写真１（地歴科） 写真２（国語科）

Action③ 能動的に学び続けたプロセスを省察させる。

【省察（モニタリング）のポイント】

○ 単元末に、学習者が「何を学んだのか（内容）」だけでは
なく、「どのように学んだのか（方法）」についても振り返
る（図２）ことができる場面を設定する。

・学習者が選択・決定した「学習内容及び方法」や「他者と協
働する目的、タイミング、相手」について、判断した理由を
説明させたり、効果を検証させたりする。

・学習者が、振り返りを（次の単元など）今後の学びに生かせ
るようにする。

○ クラウドを活用して、他者の省察内容を参照できるように
する。

図２（モニタリング・シート）
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